










（ 続紙 １ ）                             







































している。Chemical Mass Closureモデルより、PM2.5中の有機物濃度が最も高く (22 μg 


































質量濃度の70 %程度を有機炭素  (OC) が占め、n-アルカン（特に炭素数
27～29）がPM2.5濃度に占める割合及び、シリンガ酸とバニリン酸の濃度
比  (SA/VA) が泥炭火災の発生源指標として有効であることを示した。  
2) マレーシアにおけるヘイズ時及び通常時の集中観測から、ヘイズ時にOC
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